相互依存の日韓関係【４】
安岡正篤の韓国訪問　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　1976年5月、安岡正篤は韓国の大邱市にある慶北大学で開催された退渓学研究国際会議に招待され、10余名の研究者とともに訪韓した。台湾からも著名な学者が参加し、韓国国内の学者約600名が参加した。安岡は「先哲の教学」と題して特別講演を行なった。安岡は冒頭「仏語に縁尋機妙という語がある」と説き始め、「縁尋機妙とは、縁が尋ねめぐって、そこここに不思議な作用をなすことである。縁が縁を産み、新しい結縁の世界を展開させる。人間が善い縁、勝れた縁に逢うことは大変大事なことである。これを地蔵経では、聖因・勝縁という」と語った後、「私が李退渓先生を初めて知ったのは東大学生の頃であった」とし、その頃の学道生活の厳しさと真理の不変について語り、現代の思想学問に及び、世相を痛論して、「結局は、退渓学が示す古よりの教え、修身・斉家・治国・平天下に尽きるものであって、古典を現代にどう生かすか、これが肝要である」と説いた。

　最後に、李退渓がその友人に与えた書簡の中の、「古人、時に用いられざる者は必ず隠工夫（人知らず工夫すること）あり、今人、世に廃す（世に不要になる）れば、即ちまた自ら廃する（自らその身を捨てる、自棄）がごときに非ざるなり。いま、公真に自ら廃せずんばわが党いよいよ慰むに足るなり」という一節を引用して話を結んだ。
　1時間あまりの安岡の話は、出席していた学者たちに深い感銘を与えた。韓国の参加者の中には、李退渓の思想は400年前の古いものだと思っていたが、安岡の講演を聞いて、立派に現代に通用する思想であることが分かったという人が少なくなかった。
　退渓学研究国際会議に先立ち、安岡は浦項綜合製鉄社長朴泰俊の招待を受けて同製鉄所を訪問した。金浦空港に到着すると、待機していた同社専用機の小型セスナ機に乗って浦項に向かった。朴泰俊社長を始め同社役員総出で安岡を出迎えた。

　浦項綜合製鉄所の建設は朴正熙大統領にとって宿願の国家事業であった。それを実現するために信任の厚い朴泰俊を社長に据え、綜合製鉄所建設に取り組ませた。最終的に日本の資金と技術を導入して建設にこぎつけた。この実現には安岡の協力によるところが大きい。朴泰俊は恩人安岡に立派に成長した同社の姿を見て欲しいと、退渓学研究国際会議に参加する機会を捉えて招待したのであった。
　迎賓館で一夜を共に過ごしながら、両国の文化の共通性に基づいて政治・経済面でさらなる協力関係の構築の必要性に意見が一致した。心温まる細心の配慮をしてくれた朴泰俊に対して安岡は感激し、朴泰俊の人柄について「熱烈な気概を持することは易しいが、その中で柔らかい情誼が含蓄されていることが素晴らしい」と賞賛した。
　浦項、大邱からの帰途はソウルと釜山を結ぶ京釜高速道路を乗用車で走った。日本の高速道路は片側２車線で既に満杯状態で交通渋滞が激しい時であったが、京釜高速道路は片側３車線になっていた。当時の韓国の状況では広い道路は必要ないという非難もあった。道路の所々に道幅が広がり、中央分離帯がないところがあった。それは非常時に戦闘機が離着陸できる滑走路に早変わりできるように設計されたからである。今日の韓国経済の発展ぶりを考えれば、先見の明があったと見るべきであろう。

　
安岡を乗せた乗用車がソウルのホテルの玄関前に停車すると、朴泰俊は役員たちと共にここでも出迎えた。朴泰俊は近寄って、残念そうな面持ちで安岡に報告した。

　
　「明日の大統領との会見は、大統領が昨夜から高熱を発しておられます。先生の帰国を延期できないでしょうか」

　　
「それは心配ですね。高熱では何日かお休みにならなければなりません。私にかまわず、お大事になさってください。私は予定通り帰国しましょう。どうかくれぐれもよしなに申し上げてください」

　　
その夜は大統領特別補佐官李用熙による歓迎会が開催された。李用熙は安岡の訪韓の話を聞いて欧米訪問から日程を繰り上げて急遽帰国した。宴会は安岡の熟知の人ばかりで和やかな雰囲気であった。両国の文化や政治経済問題などについて率直な意見交換が行なわれた。朴大統領との会見は大統領の高熱のため実現できなかったが、韓国の要人たちとの忌憚のない意見交換などを踏まえて、帰途の飛行機上にて、安岡は同行者に「これが民間外交でもあり大事なことなんだ。その意味で今度の旅行は有意義であった」と振り返った。
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